
施策評価シート（平成27年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

市民とともに歩むまちづくり【協働・行財政運営】

多文化共生

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●国際社会への進展に対応し、市民主導の国際交流事業が充実しています。

●すべての市民が国籍などに関わりなくお互いを尊重し、ともに地域づくりに参加しています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　国際感覚あふれる人づくり

2　組織の育成

3　国際交流事業の充実による地域活性化

4　国籍などに関わりなく住みよいまちづくり

外国人相談窓口
外国人への行政サポートとし
て3ヶ国語による相談窓口の
設置（市民課）

随時開催（１2～２月）

平成27年度計画

随時開催（12～３月）予定プレスクールの開催

○ニュージーランドギズボーン
リトン高校生ホームステイ受入
○青少年国際交流音楽祭
○ポーランド音楽祭

○豊橋技術科学大学などの
近隣大学留学生のホームステ
イ受入
○ポーランド音楽祭

平成25年度実績 平成27年度計画平成26年度実績

３教室（大塚・塩津・日本語）
開催

随時開催（１2～３月）

観光経済交流事業

平成27年度計画

４部会の自主運営補助 ４部会の自主運営補助

外国人観光客5,917人（宿泊）
外国人観光客11,432人（宿
泊）

○中国教育旅行団の受入
○外国人観光客誘致

４部会の自主運営補助

項目 平成25年度実績

教育委員会・学校教育
課　　　　・企画部企画広

報課・市民課

基本目標

施策名

すべての市民が国籍などに関わりなくお互いを尊重し、ともに地域づくりに参加できるように、国際感覚の豊かな人づくり
や国際交流に取り組む団体の育成、市民主導の国際交流事業の充実、外国人の生活支援などの取組を推進します。

平成26年度実績

教育委員会
文化スポーツ課

小中学生の海外派遣事業

○小学校各校１人（１３人）アメ
リカ
○中学校男女各校１人（１４
人）オーストラリア（学校教育
課）

○小学校各校１人（１３人）アメ
リカ
○中学校男女各校１人（１４
人）オーストラリア（学校教育
課）

項目

英会話講座の開催

平成26年度実績 平成27年度計画平成25年度実績

多文化共生講座の開催
英会話講座の開催
外国人市民討論会の実施

○小学校各校１人（１３人）アメ
リカ
○中学校男女各校１人（１４
人）オーストラリア（学校教育
課）

英会話講座の開催
中国語講座の開催

国際交流協会の運営体制の強化

平成26年度実績

日本語教教室
３教室（大塚・塩津・日本語）
開催

３教室（大塚・塩津・日本語）
開催

○豊橋技術科学大学などの
近隣大学留学生のホームステ
イ受入

ギズボーン市やポーランド等との交流
事業

項目

項目 平成25年度実績



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

国籍などに関わりなく住みよい
まちづくり

小中学生が海外研修で実際に外国人と触れ合ったり、歴史や文化、風習の理解
を深める教育の充実を図り、市民が国際感覚にあふれ、多文化共生意識を持てる
よう講座等を開催する。

組織の育成

国籍などに関わりなく住みよい
まちづくり

目標値

協会の自主運営に向けた取り組みを行う。

国籍などに関わりなく
お互いを尊重し、とも
に地域づくりに参加

実績値
日本語教室の開催、
講座の開催

指標名

国際感覚あふれる人づくり

説明・考え方

姉妹港提携したギズボーン市やフレンドシップ事業相手国のポーランドなどの諸
外国との交流を促進、拡大するなど、国際交流事業を充実することにより地域社会
活性化を図る。

国際交流事業の充実による地
域活性化

外国人も住民の一人であることを理解し、協力し合ってよりよい地域づくりを行う。
日本語教室を拠点として互いの文化を理解し、円滑なコミュニケーションが行われ
るようにする。外国人への行政に関するサポートとして、日常生活における相談窓
口の開設及び充実。

目標値

指標名 区分

国際感覚と理解を深
め、多文化共生意識
を持つ。

国際感覚と理解を深
め、多文化共生意識
を持つ。

実績値

小中学生が海外教育
研修を実際に経験し
国際感覚と理解を深
めた。

実績値
協会の自主運営に向
けた取り組み内容の
模索

協会の自主運営に向
けた取り組み内容の
模索

組織の育成

目標値
協会の自主運営に向
けた取り組み内容の
模索

協会の自主運営に向
けた取り組み内容の
模索

国際感覚あふれる人づくり

目標値

平成25年度 平成26年度 将来目標平成27年度

国際感覚と理解を深
め、多文化共生意識
を持つ。

国際社会への進展に
対応し、市民主導の
国際交流事業の充実

小中学生が海外教育
研修を実際に経験し
国際感覚と理解を深
めた。

平成32年度

海のふれあいツアー
実施

ギズボーン市との交流 平成32年度

日本語教室の開催、
講座の開催

国際交流事業の充実による地
域活性化

実績値

平成32年度

互いの文化、価値観
の違いを理解し、協力
し合って地域づくりを
行う。

互いの文化、価値観
の違いを理解し、協力
し合って地域づくりを
行う。

互いの文化、価値観
の違いを理解し、協力
し合って地域づくりを
行う。外国人のための
相談窓口の設置・充
実。

諸外国との交流促進
のため市民レベルの
友好交流を図る。

協会の自主運営に向
けた取り組み内容の
模索

国際社会への進展に
対応し、市民主導の
国際交流事業の充実

諸外国との交流促進
のため市民レベルの
友好交流を図る。

諸外国との交流促進
のため市民レベルの
友好交流を図る。

国際社会への進展に
対応し、市民主導の
国際交流事業の充実

平成32年度



◆指標の分析

◆今後の方針

施
策
の
課
題

今
後
の
施
策
展
開

コメント

外国人に対してホームページの自動翻訳等多言語による情報発信は行っているが、地域
社会で生活する上では十分理解できていないことも多くあると考える。外国人に対する行政
サービスを中心とした相談窓口は平成２７年６月に設置され、外国人の方が様々な相談に
訪れている。しかし、生活するために必要な情報の提供、地域社会での生活習慣の違いに
よるトラブル発生の予防、また、災害時における外国人対応に関してはまだまだ十分ではな
いと考えられるため、他部署も含めた情報提供を発信する体制づくりが必要と考える。

課長評価

構成事業の
進捗状況

Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

Ｂ：一部見直しが必要である。

施策の
進捗状況

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

市民と外国人が互いの文化や価値観の違いを理解して円滑なコミュニケーションを図るために、日本語
教室を拠点としたさらなる活動の充実と外国人への日常生活や災害時における多言語による情報提供
の体制づくりが必要と思われる。
また、市民や民間団体が幅広く自主的な交流ができるように、国際交流協会の自主運営に向けた取り組
みを行うことが求められている。

毎年、小中学生が海外研修で海外生活を通して外国人と触れ合い、文化や生活習慣の違いなどに対する
理解を深めている。本市に居住する外国人の増加に伴い、日常生活において、特に子どもたちは学校等で
外国人と触れ合う機会が増えてきている。日本語教室などを中心に、外国人も住民の一人として、少しずつ
であるが協力し合って地域づくりに関わりを持つようになってきている。また、外国人の行政サービスに対応
するための相談窓口を設置して、外国人が安心して暮らせるサポートを開始した。
姉妹港ギズボーン市やフレンドシップ事業相手国ポーランドとの交流を始め、諸外国との交流については、
国際交流協会を中心にホームステイなどの交流事業を展開しており、活動は市民において定着しつつあ
る。

部長評価

交通手段や通信手段の発達により、人、もの、情報の交流が拡大しており、市民にとって海外は身近なも
のとなっている。本市に訪れる外国人と市民が触れ合う機会や、生活の拠点を置く外国人も増えてきて
おり、市民が国際感覚を持ち、多文化共生の意識を共通して持つことが求められている。国籍などに関
わりなくお互いを尊重し、ともに地域づくりに参加し、市民主導の国際交流事業を充実させるためにも、国
際交流協会の自主運営を目指して組織の育成に努める。

施策の
進め方

コメント

　多文化共生は、外国人も地域の一員として地域づくりをしていこうというものでり、国際交
流が外国との相互の訪問等でお互いの歴史、生活習慣などの理解を深めることで国際感
覚を身に付けることを目的にしているため、それぞれは異なるものであるが、国際交流事業
の中の１事業として位置づけられ総合的に取り組んでいる。多文化共生の取り組みとして
は、日本語教室や外国語講座を中心に行っているが、更に踏み込んだ地域における交流
（文化の違いや国民性等をお互いに理解する。）や多言語による情報発信の充実などが望
まれる。


